
CONTENTS                                 目次

めいわ

■発行日　平成１８年７月１０日

町の人口と世帯（６月１日現在）
　　　　　総人口　　１１，６６８人    （＋ ７）
　　　　　　男　　　　５，８４５人　 （＋ １０）
　　　　　　女　　　　５，８２３人　 （－ ３）
　　　　　世帯数　　　３，６４７世帯 （＋１０)

　　　　　　　※（　）内の数字は前月比

じょうずに磨けるかな？

　こども園では「虫歯予防教室」が開かれ、

園児たちは、歯科衛生士の指導を受けて、

じょうずな「歯磨き」を学びました。

広報

環境都市宣言のまち　ISO１４００１認証取得 No, ９４
2006(平成１８）年

７

　明和中屋内運動場改築工事スタート
●Pick Up Meiwa　　　　　　　　　 P２～P５

●町政INFORMATION　　　　　　　　　

●TOPICS

●みんなの広場

●健康・福祉
　麻しん（はしか）・風しん予防接種　　　　

●まなびの掲示板

●くらしの情報

　公民館・海洋センター講座教室等募集ほか

P６～P７

P８～P９

P１０～P１１
P１２～P１３

P１４～P１５
P１６～P２１

　町長と語ろう まちづくり　　　

　館林商工高等学校生体験学習ほか

　介護保険料改定、ダイヤモンド婚者等は届け出を

　第８回明和まつりほか

　防犯情報等・メルマガを発信ほか　　　　

◎役場閉庁時間が７月より、午後５時３０分に変更となり、   

あわせて毎週月曜日の役場業務延長時間（愛称「ハートフル   

月曜日」に決定）も、午後７時３０分となりました。　　　　 



Pick Up Meiwa

（２）

明
和
中
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
ス
タ
ー
ト

　
　
平
成
　
年
３
月
完
成
予
定

１９

　
明
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

工
事
（
建
築
工
事
）
契
約
が
６
月

定
例
町
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、

河
本
・
荒
井
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
に
よ
っ
て
施
工
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
同
屋
内
運
動
場
は
、
す
で
に
取

り
壊
さ
れ
た
武
道
館
と
体
育
館
の

跡
地
に
建
設
さ
れ
、
南
側
が
体
育

室
、
北
側
が
武
道
室
を
有
す
る
２

つ
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
学
校
で

の
利
用
の
ほ
か
社
会
体
育
も
兼
ね

て
地
域
の
皆
さ
ん
が
使
用
で
き
る

一
般
開
放
型
の
施
設
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
工
事
に
着

手
し
、
来
年
３
月
に
は
完
成
の
予

定
で
す
。
こ
の
改
築
に
よ
り
、
体

育
授
業
の
充
実
と
社
会
体
育
の
充

実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
建
設
の
概
要
】

　
所
在
地
　
新
里
２
９
８
倆
１

　
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
葺
き
、
平
屋

　
（
一
部
２
階
建
）

　
延
床
面
積
　
２
５
５
３
・
９
２
愛

　
主
な
建
物
用
途
　
ア
リ
ー
ナ
　

　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
）

　
・
武
道
室
（
柔
道
場
、
剣
道
場
）・

　
卓
球
室
（
卓
球
台
８
台
）・
更
衣

　
室
・
ス
テ
ー
ジ
・
器
具
庫

【
施
工
業
者
】

　
建
築
工
事
　
河
本
・
荒
井
特
定

　
建
設
工
事
共
同
企
業
体
　
４
億

　
６
７
０
０
万
円（
別
途
消
費
税
）

　
電
気
設
備
工
事
　
光
徳
電
興
㈱

　
３
５
８
０
万
円（
別
途
消
費
税
）

　
機
械
設
備
工
事
　
㈱
神
寛
　
２

　
３
０
０
万
円
（
別
途
消
費
税
）

明和中学校屋内運動場の完成予想図

１階平面図

２階平面図



Pick Up Meiwa

（３）広報めいわ　平成１８年７月１０日

明
和
ま
つ

明
和
ま
つ
りり

　
午
後
５
時
　
分
と
午
後
９
時
か

４５

ら
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
し
ま

す
。今
年
は
、４
等
・
５
等
の
抽
選

が
三
角
ス
ピ
ー
ド
く
じ
に
な
り
ま

す
。午
後
５
時
　
分
ま
で
に
抽
選

３０

券
を
投
 函
 す
る
と
３
度
の
チ
ャ
ン

か

ん

ス
と
な
り
ま
す
。

　
役
員
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
訪

問
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
し
ま

す
。
ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◇
一
般
の
か
た
　
３
０
０
円
以
上

◇
事
業
所
・
法
人
事
業
所

　
                 １
０
０
０
円
以
上

　
民
踊
は
、
一
般
の
か
た
も
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
。
練
習
会
を
行

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◇
練
習
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午

２６

（水）

後
７
時
　

◇
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

　
お
御
輿
を
「
見
る
」
だ
け
で
な

く
、
参
加
し
て
ま
つ
り
を
肌
で
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
祭
り
は
ん
て

ん
や
御
輿
足
袋
は
実
行
委
員
会
で

お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

【
問
】
企
画
課

　
　
　
　
　
　
緯
内
線
　
２
２
２

８
月
６

　
８
月
６
日日
　
午
後
４
時
か
ら
、
明
和
町
の
夏
の
風
物
詩
「

午
後
４
時
か
ら
、
明
和
町
の
夏
の
風
物
詩
「
第第

（日）（日）

８
回
明
和
ま
つ
り
」
が
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す

８
回
明
和
ま
つ
り
」
が
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。。

迫
力
満
点
の
重
さ
７
０

迫
力
満
点
の
重
さ
７
０
００
茜茜
のの
御
輿
 御
輿
 の
出
陣
、
歌
と
踊
り
、

の
出
陣
、
歌
と
踊
り
、

み

こ

み

こ

しし

お
楽
し
み
抽
選
会
、
花
火
な
ど
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

お
楽
し
み
抽
選
会
、
花
火
な
ど
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
でで

楽
し
め
る
催
し
物
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん

楽
し
め
る
催
し
物
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
おお
揃 揃
 い
で
お

い
で
お

そそ

ろろ

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
抽
選
券
や
飲
み
物
引
換
券
の
つ

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
抽
選
券
や
飲
み
物
引
換
券
の
つ
いい

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
お
持
ち
く
だ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
お
持
ち
く
だ
ささ

い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、

い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、　

日日
　
に
順
延
に
な
り
ま
す
。

に
順
延
に
な
り
ま
す
。

１２１２

（土）（土）

第８回

 お
御
輿
担
ぎ
手
大
募
集

 民
踊
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

 明
和
ま
つ
り
ご
協
賛
の
お
願
い

 お
楽
し
み
抽
選
会



（４）

　
町
の
産
業
・
文
化
振
興
の
拠
点

と
し
て
平
成
８
年
に
開
館
し
た

「
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
」
が
、
今

年
で
　
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１０

　
今
回
は
、
平
成
８
年
に
開
館
し

て
か
ら
　
年
間
に
わ
た
り
実
施
し

１０

て
き
ま
し
た
事
業
（
自
主
事
業
）

を
皆
さ
ん
と
共
に
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
は
、
町

民
待
望
の
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
研

修
施
設
を
備
え
た
複
合
施
設
、
総

合
文
化
施
設
（
生
涯
学
習
施
設
）

と
し
て
開
館
し
、
利
用
者
数
も
　１０

年
目
を
迎
え
、
５
月
　
日
現
在
で
、

３１

ホ
ー
ル
・
研
修
施
設
が
　
万
５
２

２９

１
人
、
併
設
の
図
書
館
が
　
万
９

７１

５
７
５
人
、
合
わ
せ
て
延
べ
１
０

１
万
９
６
人
が
利
用
し
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
開
館
以
来
行
わ
れ
た
、
数
々
の

文
化
事
業
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に

感
動
と
喜
び
を
提
供
し
、
地
域
で

芽
生
え
た
文
化
活
動
も
、
定
期
的

に
開
催
さ
れ
る
な
ど
着
実
に
そ
の

成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
の

中
核
施
設
と
し
て
、
町
民
の
か
た

の
交
流
の
場
、
そ
し
て
文
化
の
発

信
基
地
と
し
て
機
能
を
発
揮
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
文
化
の
か

お
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

産業・文化発信の 
 場として１０周年
本格的なステージで発信

　  された芸術文化の数々
数々のイベントで多様な文化を発信

１０年間で開催された主な自主事業

１０年間の利用者推移



Pick Up Meiwa

（５）広報めいわ　平成１８年７月１０日

　
待
望
の
図
書
館
が
平
成
８
年
に

オ
ー
プ
ン
し
て
、
７
月
　
日
で
　

１７

１０

年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

開
館
以
来
、
５
月
　
日
ま
で
の
図

３１

書
館
の
開
館
日
数
は
、
２
８
２
３

日
、
利
用
者
数
は
、　

万
９
５
７

７１

５
人
、
貸
出
冊
数
　
万
４
１
７
２

６５

冊
を
数
え
ま
し
た
。

　
こ
の
　
年
目
を
迎
え
る
図
書
館

１０

の
ご
紹
介
と
今
ま
で
の
事
業
を
、

今
回
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
当
初
２
万
２
０
０
０
冊
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
図
書
館
は
、
現
在
７

万
７
２
３
９
冊
（
ビ
デ
オ
等
２
８

３
９
点
を
含
む
）
ま
で
資
料
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
随

時
新
刊
等
を
収
集
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
ま
す
。

　
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
登
録
者
数

は
、
５
月
　
日
現
在
７
９
３
９
人

３１

で
、
登
録
者
数
の
年
間
の
平
均
は

約
７
９
０
人
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
１
日
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、

約
３
人
が
登
録
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
貸
出
冊
数
は

ビ
デ
オ
等
も
含
め
て
　
万
４
１
７

６５

２
冊
に
の
ぼ
り
、
年
間
平
均
で
約

６
万
５
４
０
０
冊
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
登
録
者
１
人
当
た

り
年
間
　
冊
利
用
し
た
計
算
に
な

８３

り
ま
す
。

　
新
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
に
伴
な

い
、
７
月
　
日
　
か
ら
閲
覧
室
に

11

（火）

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
利
用
者
用
検

索
機
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
や
ビ
デ
オ
等
の
検
索
が
、

ご
自
分
で
自
由
に
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
夏
休
み
が
近
づ

く
と
、
今
年
も
課
題
図
書
や
緑
陰

図
書
、
群
馬
県
の
推
薦
図
書
、
そ

の
他
司
書
が
す
す
め
る
本
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す
の
で
皆
さ
ん
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇
開
館
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～

３０

午
後
６
時
　
分
１５

◇
休
館
日

・
月
曜
日
（
た
だ
し
祝
日
や
休
日

の
時
は
そ
の
翌
日
）

・
館
内
整
理
日
（
月
次
処
理
日
）

　
通
常
は
月
末
日

・
特
別
整
理
期
間
（
蔵
書
点
検
日

等
）

◇
貸
し
出
し
　

・
本
と
ビ
デ
オ
合
わ
せ
て
５
点

（
本
の
み
は
５
冊
可
）
う
ち
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
２
点
ま
で
と
な

り
ま
す

文字活字文化を    
  提供して１０周年

みんなに親しまれる

　      図書館をめざして

 蔵
　
書
　
数

 登
　
録
　
者
　
数

 夏
休
み
に
向
け
て

 利
用
者
用
検
索
機
を
設
置

 
利

用

案

内
　

読書や学習などで混み合う図書館

１０年間における利用者と登録者の推移

１０年間の主な行事等



　　　　　           　　　　          役場の出来事、話題をお届けします。

（６）

　
町
で
は
月
曜
日
役
場
業
務
延
長

サ
ー
ビ
ス
の
親
し
み
や
す
い
愛
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
　
人
の
か

２４

た
か
ら
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
定
は
町
長
を
は
じ
め
役
場
職
員

ら
に
よ
る
投
票
で
行
っ
た
結
果

「
ハ
ー
ト
フ
ル
 月
曜
日
 」
に
決
定

マ

ン

デ

イ

し
ま
し
た
。

愛
称
名
・
応
募
者
（
敬
称
略
）

・
最
優
秀
賞
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
月

　
曜
日
」　
森
 佳
洋
子
（
熊
谷
市
）

・
優
秀
賞
　
「
マ
ン
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
７
３
０
」
　
坂
上
眞
津
美

（
中
谷
）

・
優
秀
賞
　
「
ゆ
う
や
け
サ
ー
ビ

　
ス
」
　
新
井
良
子
（
矢
島
）

※
７
月
よ
り
役
場
業
務
は
午
後
５

時
　
分
に
変
更
と
な
り
、
こ
れ
に

３０
伴
い
月
曜
日
は
、
午
後
７
時
　
分
３０

と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
、
町
長
と
語
ろ
う
 ま

２４

ち
づ
く
り
が
新
里
集
会
所
に
お
い

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
従
来
よ
り
実
施

し
て
き
た
町
政
懇
談
会
に
代
わ
り
、

　
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
か

１０ら
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
町
長
が
直

接
出
向
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
町
民
の
か
た
と
意
見
交
換
を

行
い
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
今
回
は
新
里
地
区
か
ら
の
申
請

を
受
け
て
行
う
も
の
で
、
区
長
さ

ん
と
区
関
係
役
員
の
皆
さ
ん
　
人
２２

が
参
加
。
町
か
ら
は
、
町
長
、
総

務
課
長
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
町
長
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
元

気
の
あ
る
、
そ
し
て
元
気
の
出
る

ま
ち
づ
く
り
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
の
目
線
に
立
っ
て
、
行
政
と
地

域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
総
務
課
長
か
ら
町
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
概
略
説
明
を

行
っ
た
後
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
、
次
の
よ
う
な

質
問
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

・
新
し
く
開
園
し
た
こ
ど
も
園
の

収
容
能
力
に
つ
い
て

・
ご
み
袋
無
料
化
の
効
果
や
ご
み

袋
の
強
度
問
題
、
雑
紙
と
粗
大

ご
み
の
回
収
方
法
に
つ
い
て

・
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
の
設
置
方

法
や
、
防
犯
灯
の
管
理
等
に
つ

い
て

・
元
気
の
出
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

・
子
ど
も
会
の
廃
品
回
収
に
関
す

る
町
の
補
助
金
に
つ
い
て

・
屋
外
放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー
増
設

に
つ
い
て

・
水
源
跡
地
利
用
に
つ
い
て

・
川
俣
駅
東
口
設
置
に
つ
い
て

　
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
要
望
、
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
の
声
を

今
後
の
町
政
に
反
映
し
て
い
く
た

め
に
町
長
と
語
ろ
う
 ま
ち
づ
く

り
を
今
後
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
　
日
、
役
場
玄
関
前
で
恩

１６

田
町
長
、
館
林
警
察
署
長
、
関
係

役
員
が
参
加
し
て
、
町
が
新
し
く

購
入
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

と
防
犯
協
力
タ
ク
シ
ー
の
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

（
軽
自
動
車
）
は
、
地
域
で
防
犯

活
動
し
て
い
る
自
主
グ
ル
ー
プ
等

へ
貸
し
出
し
を
し
て
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
防
犯
協
力
タ
ク
シ
ー
に

は
、
新
た
に
町
で
作
製
し
た
、
車

を
か
た
ど
っ
た
吸
盤
付
き
の
プ

レ
ー
ト
「
う
ご
く
こ
ど
も
１
１
０

ば
ん
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

和やかに意見交換が行われた会場

町
長
と
語
ろ
う
 ま
ち
づ
く
り

 新
里
地
区
で
町
長
と
意
見
交
換

最優秀賞の森さん

地域と協力して犯罪抑止
防犯パト、防犯協力タクシー出発式

新たに導入した防犯パト（軽自動車）出発式

意見を述べる参加者

月
曜
日
役
場
業
務
延
長
の
愛
称

 「
ハ
ー
ト
フ
ル
月
曜
日
」に
決
定



町政INFORMATION

（７）広報めいわ　平成１８年７月１０日

　
ふ
れ
あ
い
の
集
い
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
）
は
６
月
　１６

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

か
れ
、　

人
の
お
年
寄
り
は
風
船

１２
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
集
い
は
、
ひ
と
り
暮

ら
し
や
家
へ
閉
じ
こ
も
り
が

ち
で
寂
し
さ
や
不
安
を
抱
え

る
高
齢
者
が
、
社
会
活
動
へ

参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

   参
加
者
は
「
久
し
ぶ
り
に

友
達
と
会
え
て
、
話
を
し
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り

で
と
て
も
よ
か
っ
た
。
次
の

機
会
も
元
気
に
参
加
し
た
い

で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
の
４
月
か
ら
、
役
場
１
階
の

保
健
福
祉
課
内
に
設
置
さ
れ
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、

高
齢
者
に
対
す
る
介
護
の
手
続
や
、

心
配
ご
と
の
相
談
等
の
総
合
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

ゲームを楽しむ参加者

ふ
れ
あ
い
の
集
い

 楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
る

風船リレーで手の運動

１４案件等を審議
第２回町議会定例会

正六位瑞宝双光章
故 多田 實さん

    第２回町議会定例会は、６月１４日から２０日までの

会期７日間で開かれ、町長提出１４案件などについて

審議しました。主な内容は次のとおりです。

１．町職員定数条例の一部改正（可決）

２．県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議

（可決）

３．町教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の

制定（否決）

４．長期継続契約を締結することができる契約を定め

　る条例の制定（否決）

５．町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改

　正（可決）

６．町固定資産評価員設置条例の制定（可決）

７．町税条例の一部改正（可決）

８．町農業近代化資金融通特別措置条例及び町農漁業

　災害対策特別措置条例の一部改正（可決）

９．町総合農政推進資金融通措置条例の一部改正（可

　決）

１０．工事請負契約（（町立明和中学校屋内運動場改築

　工事（建築工事））の締結（可決）

１１．平成１８年度町一般会計補正予算（可決）

１２．平成１８年度町老人保健特別会計補正予算（可決）

１３．平成１８年度町介護保険特別会計補正予算（可決）

１４．固定資産評価員の選任　堀口正敏さん（５９歳・新

　里）（可決）　

　２０日の一般質問では、都市計画税の導入、ごみ収集

指定袋、奨学金制度の改善、南大島町営住宅の改築整

備計画の具体的進捗状況、農業施策、通学児童の安全

対策、農業集落排水事業についてなど９問を７人が一

般質問を行いました。

議案説明をする町長

　故・多田　實さん（上江

黒・７０歳）に、このほど正

六位瑞宝双光章が授与され

ました。

　多田さんは昭和３２年から

平成８年までの３９年余の長

きにわたり、教育実践に取

り組み、学校教育の改善・充

実に尽力されました。　ま

た、保護司や上江黒区長などの要職を歴任し、更生保

護、地域振興に貢献されました。

　
町
で
は
７
月
　

日
よ
り
、
防

１１

犯
・
防
災
情
報
や
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
、
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
発
信

し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
、

登
録
さ
れ
た
か
た
に
配
信
し
て
い

く
も
の
で
す
。

　
申
し
込
み
は
、
お
持
ち
の
パ
ソ

コ
ン
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
 

h
ttp

://w
w
w
.to
w
n
.m
e
iw
a
.g
u
n
m
a
.

jp

）
か
ら
、
防
犯
情
報
等
希
望
ま

た
は
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
希
望
を

選
択
し
て
い
た
だ
き
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
入
力
し
て
申
し
込
み
登

録
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

配
信
内
容

◇
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
　
▽
防

　
犯
・
防
災
・
緊
急
情
報（
随
時
）
　

　
▽
町
の
情
報
（
毎
日
）　

◇
パ
ソ
コ
ン
　
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　（
毎
月
１
回
配
信
）

※
８
月
１
日
よ
り
、
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
を
配
信
し
ま
す
。
配
信
を
希

望
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
企
画
課
広
報
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
３

メ
ー
ル
機
能
を
使
い
登
録
者
に
情
報
発
信

 防
犯
情
報
等
・
メ
ル
マ
ガ
を
発
信



　　　　　           　　　 学校、職場、地域の話題を紹介するコーナーです。

（８）

　６月２２日、老人クラブ輪投げ大会が社会体育館で

開かれ、参加した会員約３００人は楽しみながら心地

よい汗を流しました。　

　この大会は、より多くの会員が楽しく参加できる

スポーツ「輪投げ」で、健康づくりや会員の輪を広

げることを目的に毎年行っています。今回の優勝

チームは新里Ｂ、準優勝は大輪Ｅチーム、３位は大

輪Ｂチームでした。

　なお、この３チームは、７月１２日（水）に行われ

る郡大会に出場します。

楽しみながら健康づくり
第７回老人クラブ輪投げ大会

　輪投げを楽しむ参加者

　

本番に備えて審判を体験する子ども会役員

　町子ども会育成連絡協議会では、６月３日と２１日

の２回、地区の子ども会役員約２００人を対象に社会

体育館でドッジボール審判講習会を行いました。　

　この講習会は、同役員が８月に行われるドッジ

ボール大会で主審や副審等を担当するために行われ

たもので、試合の進め方や注意点を学んだ後、試合

形式で実際に審判を体験しました。

試合の進め方などを学ぶ役員
町子ども会ドッジボール審判講習会

道路清掃に取り組む生徒たち

　明和中学校では、地域の公民館等公共施設周辺を

中心に、全生徒あげてごみ拾いや除草作業などの清

掃活動を行いました。

　これは、生徒が体験を通してボランティア活動の

意義や思いやりの心を育むことを目的。参加した

生徒は「自分たちの住んでいる所だから、きれいに

したいです」と話していました。

感謝の気持ちで地域の清掃を
明中の全生徒が清掃活動

　富塚拓也さん（中谷）は、JOCジュニアオリンピッ

クカップ２００６年度全日本ジュニアレスリング選手

権大会グレコローマンスタイル５８茜級において、優

勝を飾り、アジア大会（タイ・バンコク市）への出

場が決まりました。続く全国高校インターハイ予選

会でも優勝と現在絶好調です。

　「毎日きつい練習に耐えているので、出場するか

らには、優勝を狙います」と力強く抱負を語る富塚

さん。８月７日から行われる、アジア大会に向けて

優勝を目標に猛練習中です。

　賞状を手にガッツポーズの富塚さん

アジア大会へ出場
レスリング



TOPICSTOPICS

（９）広報めいわ　平成１８年７月１０日

　講師から指導を受ける受講生

　６月６日から２１日までの１０日間、館林商工高等

学校を会場にパソコン中級講座が開かれました。

　この講座は、パソコンの基本的技術を身につけて

もらうために行われ、２４人が参加。文書作成から

表計算、また、インターネットやメールアドレスを

取得してメールの送受信等を行い、よりステップ

アップしたパソコン操作を学びました。

パソコン操作技術を修得
パソコン中級講座

　正しい歯磨きを練習する園児たち

　こども園では６月１５日、８３人の園児を対象に虫

歯予防教室が開かれました。この教室は虫歯になら

ないように、子どもたちに歯の大切さを知ってもら

おうと、フッ素塗布の日に毎年行われているものです。

　歯科衛生士から、虫歯になりやすい場所の説明を

受けた園児たちは、全員で歯ブラシを使って歯磨き

の練習を行い、正しい歯磨きの方法を学びました。

虫歯菌をやっつけろ
こども園虫歯予防教室

　６月１５日、館林商工高等学校生１５人がこども園

に奉仕活動の体験学習のため訪れ、園児たちとの交

流を深めていました。

　これは、家庭科の選択授業の一環で行われ、地域

社会に根ざした福祉の心を育み、働くことの喜びや

感謝する心を体得するために行われたものです。

　高校生たちは、園長先生から「園児たちには公平

に接してください」とあいさつを受けて、３歳から

５歳児までの１１クラスに分かれ、体験学習が始まり

ました。

　高校生たちは、それぞれ担任の先生に指導を受け

ながら、まず、教室で園児たちと一緒にお絵かきや、

絵本を読んだりして保育を体験。園児たちも最初は

ちょっぴり遠慮していましたが、園庭で遊びだした

ら高校生は引っ張りだこで、元気にブランコやおに

ごっこ、またボール遊びをして園児たちと交流を深

めていました。

　今回の体験学習に参加した高校生は「こども園に

来るまで、園児たちとじょうずに交流ができるのか、

すごく不安でしたが、園児たちとふれあって、楽し

く過ごせることができて本当に良かったです」と話

してくれました。

上　園庭で園児たちに囲ま

　　れる高校生

左　園児たちに引っ張りだ

　　この高校生

園児たちと楽しく交流
館林商工高等学校生体験学習



 土 金 木 水 火 月 日

  5  4  3  2  1  
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 26 25 24 23 22 21 20

   31 30 29 28 27

　　　　　　は休館日

中央公民館、社会体育館、海洋センター、ふるさと産業文化館・図書館の情報や話題を紹介するコーナーです。

図書館から今月の新刊案内B kOO
      図 書 館 情 報

●開館時間

　午前９時３０分～午後６時１５分

●ご利用方法

・本や視聴覚資料を借りるときは  

　図書利用カードが必要です。

・この利用カードは他人に貸さな

　いで、大切にしてください。

・この利用カードを無くしたかた、

　拾ったかた、住所や電話番号が

　変わったかたはお知らせくださ

　い。

【問】図書館　緯８４―５５５５

なかま

8月ごよみ

（１０）

明和社交ダンス愛好会の皆さん

代表　松﨑富士子

秋
の
森
の
奇
跡

　４２歳の主人公裕子は、母親の介護問題、夫の浮
気への疑念を抱きつつ、妻子ある男と恋愛関係を
持つ。日本中の全女性に問いかける魂を揺さぶる
真の恋愛小説。

　
　
　
　
　
　
　
著
者
・
林
　
真
理
子

　
　
　
　
著
者
・
Ｊ
．
Ｋ
．
ロ
ー
リ
ン
グ

◇一般書◇児童書
　ヴォルデモートの復活のせいで、夏だというの
に国中に冷たい霧が立ち込めていた。そんな中を、
ダーズリーの家にダンブルドアがやって来るとい
う。いったい何のために？

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と

　
謎
の
プ
リ
ン
ス
（
上
・
下
）

明和社交ダンス愛好会

　
毎
週
金
曜
日
は
、
先
生
の
熱
心
な

御
指
導
に
よ
り
、
ス
テ
キ
な
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
、
明
る
く
、
楽
し
く

レ
ッ
ス
ン
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、

健
康
に
最
適
で
す
。
和
や
か
な
雰
囲

気
の
会
で
す
の
で
、
皆
様
も
な
か
ま

に
な
っ
て
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

【活動】毎週金曜日（午後７時～午
後９時）に中央公民館の講堂でレッ
スンをしていますので興味のあるか
たは、ぜひ一度お気軽に見学にいら
してください。

「なかま」は町内で活動しているサー

クル・団体を紹介しています。

★電算システム入れ替えにともない７月１１日（火）

から「ＤＶＤの貸し出し」が始まります

★今年も、課題図書や群馬県推薦図書などの「夏休みの

課題図書コーナー」を設置します。皆さんのご利用を

お待ちしています

【図書館からのお知らせ】
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E tven

（１１）広報めいわ　平成１８年７月１０日

算
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
（
敬
称
略
）

　５月２０日、アイデア教室（全９回）の第１回目が

中央公民館で行われ、参加者は、オリジナルの風鈴

づくりに挑戦しました。　

　多様化するゲーム機や完成された玩具が日常に溢

れ、それらで遊ぶことの多くなっている昨今。紙や

木等材料の基本的な扱いを身につけ、創意工夫して、

一から作り出すことの良さ、楽しさに触れることが

少なくなっています。こうしたことから、ものづく

りの楽しさを味わってもらおうと開かれました。

　講師の泉田光司さん（館林市在住）は「子どもた

ちが、身近な材料を使って工夫しながら、一つのも

のを自分の力で完成させることの喜びを知ってくれ

たらと思います。この夏は、風鈴の音色で涼しさを

感じてくれると嬉しいですね」と話していました。

平成１８年度 定期講座「アイデア教室」

　作り出すことの
　　　楽しさに触れて

左　真剣にシールを貼
　　る児童

第
９
回
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

◇
優
　
勝
　
ク
ィ
ー
ン
ズ

◇
準
優
勝
   Ｈ
Ｕ
Ｂ
☆
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

◇
第
３
位
　
キ
ャ
ッ
ツ
愛
Ｂ

第
９
回
明
和
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大

会◇
男
子
　
▼
優
勝
　
長
谷
川
　
修

▼
準
優
勝
　
野
本
泰
史
　
▼
第

３
位
　
久
永
晴
紀
・
阿
部
健
太

◇
女
子
　
▼
優
勝
　
堀
越
美
智
子

▼
準
優
勝
　
佐
藤
邦
江
　
▼
第

３
位
　
荒
谷
晃
子
・
黒
澤
亜
里

沙
　
　

第
　
回
夏
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

４５
◇
優
　
勝
　
ク
ィ
ー
ン
ズ

◇
準
優
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

第
８
回
明
和
町
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

◇
優
　
勝
　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
    ブ
ロ
ッ
サ
ム
 

 １
９
８

◇
準
優
勝
　
ス
ー
パ
ー
イ
ー
グ
ル
ス

◇
第
３
位
　
Ｖ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ

第
　
回
協
会
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

２５
会◇

優
　
勝
　
田
島
チ
ー
ム

◇
準
優
勝
　
千
津
井
チ
ー
ム

◇
第
３
位
　
中
谷
チ
ー
ム
　
　
　

第
８
回
水
泳
記
録
会

　
第
８
回
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
記

録
会
が
６
月
　
日
、
同
セ
ン
タ
ー

２５

で
開
か
れ
、
１
１
４
人
が
記
録
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
記
録
会
は
、
水
泳
に
親
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
図
り
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
試
す
こ

と
を
目
的
に
開
催
。
バ
タ
フ
ラ
イ

や
背
泳
ぎ
、
リ
レ
ー
な
ど
　
競
技

１７

　
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、　

個
の
大

６４

４７

会
新
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。　　　　　　　　　

熱戦が繰り広げられた大会

スタート前の緊張の一瞬

下　作業手順の説明を
　　受ける参加者



歯
な

い

よ

健康

福祉

health&welfare

虫

（１２）

岡部 太海 くん
たいが

立川 航己 くん
こうき

（梅原）（須賀）

３
歳
児
健
診
で
虫
歯
の
な
い
子

石川 舞羽 ちゃん
ま　う

泉田 紘兵 くん
こうへい

（矢島） （大輪）

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
は
、
幼
児
期

早
期
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
た
め
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
の

免
疫
が
な
く
な
る
生
後
　
か
月
以

１２

降
は
早
め
に
接
種
す
る
こ
と
が
お

子
さ
ん
自
身
の
予
防
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
の
感
染
症
の
予
防
の
た

め
に
も
大
変
重
要
で
す
。

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
、
予
防
接
種
法
施
行
令

等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
今
年
の

４
月
１
日
か
ら
混
合
ワ
ク
チ
ン
に

よ
る
２
回
接
種
（
第
１
期
１
回
、

第
２
期
１
回
）
に
変
更
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
再
度
同
施
行
令
等

に
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、
６
月
２

日
か
ら
、
接
種
方
法
等
が
次
の
と

お
り
再
度
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者

毅
第
１
期
　
生
後
　
か
月
か
ら
　

１２

２４

か
月
未
満
の
幼
児

毅
第
２
期
　
５
歳
以
上
７
歳
未
満

の
幼
児
で
、
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間
の
期
間

※
第
２
期
の
お
子
さ
ん
は
、
平
成

　
年
３
月
　
日
ま
で
に
受
け
て
い

１９

３１

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回

の
対
象
者
に
は
、
予
診
票
を
母
子

保
健
推
進
員
さ
ん
が
８
月
に
配
布

し
ま
す
。
体
調
の
良
い
と
き
に
な

る
べ
く
早
め
に
接
種
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

毅
麻
し
ん
か
風
し
ん
、
も
し
く
は

両
方
に
か
か
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん

毅
麻
し
ん
か
風
し
ん
の
単
抗
原
ワ

ク
チ
ン
を
お
受
け
に
な
る
お
子

さ
ん
は
、
混
合
予
防
接
種
予
診

票
（
茶
色
）
と
麻
し
ん
の
予
診

票
（
オ
レ
ン
ジ
）・
風
し
ん
の
予

診
票
（
ピ
ン
ク
）
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
保
健
福
祉
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い

麻しん（はしか）・風しん予防接種

燕１歳になったら、早めに予防接種を受けま
しょう

燕小学校入学前年度に第２期の予防接種を受
けましょう

よ
り
高
い
効
果
を
得
る
た
め
に

単
抗
原
接
種
者
も
２
期
目
の
対
象
に

平
成
　
年
４
月
か
ら
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
用
い
た
２
回
接
種
と
な
り
、１
歳
の
と
き
と
、
小
学
校
入

１８

学
前
年
度
に
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、平
成
　
年
６
月
２
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に「
麻
し
ん
」や
「
風
し

１８

ん
」単
独
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
お
子
さ
ん
も
、第
２
期（
２
回
目
）の
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、混
合
ワ
ク
チ
ン
の
ほ
か
、「
麻
し
ん
」「
風
し
ん
」単
独
で
も
接
種
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

【実施医療機関】
　館林市邑楽郡内の指定医療機関（予診票と一緒に一覧表を配布
します）

【実施期日】
　平成１９年３月３１日までの年間随時（病院、医院など事前に電
話などで確認してください）
【持参する物】
　母子健康手帳、予診票、健康保険証
※予診票は事前に記入し、保護者のかたが連れて行きましょう。

個別予防接種の受け方

接
種
方
法
等
が
再
度

変
わ
り
ま
し
た



健康や福祉に関することは…

役場保健福祉課

緯84崖3113

（１３）広報めいわ　平成１８年７月１０日

休日当番医

～必ず電話してから受診してください～

保健福祉ガイド

《乳幼児健診》

▼日　時　８月１０日(木)
　　　　　　午後１時～午後２時受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　１６年８月、１７年８・１０月、１８年１・４月生
《健康相談》

▼日　時　８月１日(火)
　　　　　　午前９時３０分～午前１０時３０分受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　乳幼児・成人

《心の健康相談》
　認知症や閉じこもり、うつ等心の健康に関することなら何
でもご相談に応じます。
◇日時　８月２３日（水）　午後２時～午後４時
◇場所　保健センター
◇相談医　後藤医師（館林市青柳病院）
◇申し込み　８月４日（金）までに保健福祉課へ
《胃集団検診》
◇期日　７月２７日（木）・２８日（金）
◇時間　午前６時３０分～午前９時受付
◇場所　保健センター 
◇料金　５００円
◇検査方法　一切の飲食をしない状態で、バリウムを飲んで
レントゲン写真を撮る
※検診の前日は、午後９時以降の飲食は控えてください。

館林邑楽全地区館　林
明　和
千代田

期　日
耳鼻科

小児科
内　科

外科内科

今成ｸﾘﾆｯｸ
(70)2221

星野こども
(70)7200

新橋病院
(75)3011

ゆたか医院
(73)7308

福田ペイン
(84)1233

７月２３日
（日）

板倉耳鼻
(80)4333

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
(80)3311

慶友整形
(72)6000

橋田内科
(72)0001

ミツワ診療所
(70)3030

７月３０日 
（日）

小倉医院
(72)0606

森下内科
(73)7776

小曽根整形
(72)7707

落合医院
(72)3160

館林地区と同じ
 ８月６日  
（日）

川田耳鼻
(72)3314

くぼた小児科
(62)9116

土井レディス
(72)8841

吉田内科
(70)7117

館林地区と同じ
８月１３日
（日）

川村耳鼻
(72)1337

真中医院
(72)1630

澤田皮膚外科
(70)7703

松井内科
(75)9880

福田ペイン
(84)1233

８月２０日
（月）

　◇緊急　館林厚生病院　(７２)３１４０　　
　　　　　（内科・外科）
　◇夜間　夜間急病診療所　(７３)２３１３
　　　　　午後７時～１０時(土・日、祝日
　　　　　　を除く)
　　　　　内科・小児科(要電話確認）

歯　科

館林邑楽歯科保健医療センター

(７３)８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

○内科(小児科の診療もできます）・外科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス緯(７３)５６９９：受診可能病院を紹介しています

相談

お知   
  らせ

個別予防接種の受け方



（１４）

No,６

地区　須賀　　星座　おうし座　　血液型　Ａ型

趣味　野球　　仕事　自営

松本　 将利 
ま さ と し

さん　（２１歳）

２歳１か月　男の子
Ｈ１６年５月２０日生まれ

堀口　 幹太 
か ん た

兄妹思いの幹太くん。

これからも３人仲良

く元気に大きくなって

ね捲
（パパとママより）

くん

３歳　女の子
Ｈ１５年７月７日生まれ

いつも明るく元気な

愛唯ちゃん使優しく

思いやりのある女の

子になってね捲
（パパとママより）

ちゃん

好きな食べ物　　　　好き嫌い無し

好きな歌　　　　　　校歌

好きな言葉　　　　　サムライブルー

好きな映画　　　　　海猿

子どもの頃の思い出　いろんな所に出かけたこと

心掛けていること　　よく見て考えること

今熱中していること　人生の勉強

行ってみたい場所　　アーカイブ星とコリン星

休日の過ごし方　　　野球

これからの目標　　　全国制覇

町への一言　　　　　町のままでいてほしい

吉田　 愛唯 
ま　い



ぶ

げ

ん

い

Photo Snap

（１５）広報めいわ　平成１８年７月１０日

（
敬
称
略
）

明
和
短
歌
研
究
会

細
長
く
な
よ
な
よ
と
 水
田
 に
ゆ
る
る
苗
米
価

み

ず

た

の
行
方
案
じ
つ
つ
見
る

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
 数
多
 送
り
出
し
し
大
正
期
思

あ

ま

た

い
つ
つ
廻
す
青
き
地
球
儀
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
森
　
政
美

一
日
の
か
か
わ
り
捨
て
て
眠
ら
ん
と
グ
ラ
ス

の
ワ
イ
ン
一
息
に
飲
む
　
　
　
　
　

隣
り
家
の
小
五
の
男
子
舗
装
路
の
 蒲
公
英
 さ

た

ん

ぽ

ぽ

し
て
ど
根
生
と
言
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
原
き
く
の

乗
り
遅
れ
し
小
学
生
を
箱
根
ま
で
送
り
届
け

し
こ
と
あ
り
駅
長
の
頃
　
　
　

君
だ
け
を
先
に
逝
か
せ
て
ご
免
ね
と
急
死
の

同
級
生
の
弔
辞
に
つ
ま
る
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
岡
　
正
夫

ガ
タ
ガ
タ
と
ば
け
つ
転
が
す
春
嵐
ね
て
い
る

猫
が
笑
う
で
あ
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
り
て
は
や
小
雨
に
濡
る
る
花
び
ら
の
小
紋

模
様
に
庭
を
染
め
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
下
　
一
江

草
を
ひ
く
わ
が
目
の
前
に
飛
び
 出
 で
し
木
の

い

葉
色
せ
る
蛙
一
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
し
づ

　最近、町では空き巣が増えているようです。犯罪を未然に防ぐ

　ためにもパトロール実施しては？また、町民の皆さんに犯罪に

対し備えるよう注意を促すこともよいかと思います。町内に一斉放送も

できる施設もあると思いますので、ぜひご検討ください。　　　　        

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷・男性）

　

　犯罪情報や不審者情報については、警察で確認したうえで必要

　に応じ、屋外放送やテレドーム、町のホームページ等で周知し

ています。併せて、７月１１日（火）からは、携帯電話やパソコンを利用

して警察からの防犯情報等を配信します。

　また、新里地区では、地域のことは地域で守るということで「新里パト

ロール隊」と称した、自主防犯パトロール隊を立ち上げ防犯活動を行って

おります。このような団体へは、町でも支援、協力していきますので、環

境課へご相談ください。

　町では、防犯パトロールカーを増やし防犯対策の強化を図るなど計画

しておりますが、皆様のご協力をお願いすると共に不審者情報等がござ

いましたら、警察署または環境課へご連絡ください。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境課）



INFORMATION

●町からのお知らせ
●くらし
●イベント情報

くらしの
     情報

明和町役場　緯（８４）３１１１

保健福祉課　緯（８４）３１１３

教育委員会　緯（８４）３１１５

（１６）

の
た
め
、
収
入
が
変
わ
ら
な
く
て

も
本
人
や
世
帯
員
が
住
民
税
課
税

と
な
り
、
保
険
料
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
負
担

増
と
な
る
か
た
の
た
め
に
、
平
成

　
・
　
年
度
の
２
年
間
、
保
険
料

１８

１９

を
段
階
的
に
引
上
げ
、
急
激
な
保

険
料
の
負
担
増
を
緩
和
し
ま
す
。

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い

る
か
た
、
あ
る
い
は
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
（
短
期
入
所
）
を
利
用
さ
れ

て
い
る
か
た
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
減
額
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

◇
対
象

　
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。　

①
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
、
ま
た

　
は
生
活
保
護
受
給
者

渦
合
計
所
得
金
額
＋
課
税
年
金
収

入
額
が
　
万
円
以
下
の
か
た

８０

嘘
合
計
所
得
金
額
＋
課
税
年
金
収

入
額
が
　
万
円
を
超
え
る
か
た

８０

※
こ
の
軽
減
措
置
は
原
則
と
し
て

申
請
月
分
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
申
請
が
遅
れ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
低
所
得
者
で
、
生
計
が
困
難
な

利
用
者
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会
福
祉

法
人
等
が
、
利
用
者
負
担
を
軽
減

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
軽
減

措
置
実
施
申
し
出
の
あ
る
社
会
福

祉
法
人
等
の
み
）

◇
対
象
　
世
帯
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
で
あ
り
次
の
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
か
た
　
▽

年
間
収
入
が
１
５
０
万
円
以
下

の
か
た
　
▽
預
貯
金
等
の
額
が

３
５
０
万
円
以
下
の
か
た
　
▽

居
住
に
要
す
る
家
屋
そ
の
他
日

常
生
活
に
必
要
な
資
産
以
外
に

資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
か
た

▽
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
か
た
　
▽

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
か
た

◇
軽
減
程
度
　
利
用
者
負
担
の
４

分
の
１
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
は
２
分
の
１
）

◇
対
象
サ
ー
ビ
ス
　
▽
訪
問
介
護

▽
通
所
介
護
　
▽
短
期
入
所
生

活
介
護
　
▽
介
護
老
人
福
祉
施

設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
負

担
額
並
び
に
食
費
お
よ
び
居
住

費
（
滞
在
費
）
に
係
る
利
用
者

負
担
額

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

※
低
所
得
の
人
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
を

細
分
化
し
、
所
得
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
保
険
料
設
定
と
し
ま
し
た
。

【
保
険
料
納
付
の
種
類
】

・
特
別
徴
収
　
年
金
が
　
万
円
以

１８

　
上
で
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

か
た

　
　
特
別
徴
収
は
、
４
月
よ
り
天

引
き
と
な
り
ま
す
が
、
７
月
に

介
護
保
険
料
が
決
定
す
る
た
め
、

４
月
・
６
月
・
８
月
は
、
前
年
度

２
月
分
の
保
険
料
と
同
額
を
徴

収
（
仮
徴
収
）
し
、
仮
徴
収
と

年
間
保
険
料
額
と
の
差
額
を
　１０

月
・
　
月
・
２
月
に
振
り
分
け

１２

て
徴
収
（
本
徴
収
）
と
な
り
ま

す
。

※
平
成
　
年
　
月
か
ら
新
た
に
遺

１８

１０

族
年
金
・
障
害
年
金
が
、
天
引
対

象
年
金
に
な
り
ま
す
。

・
普
通
徴
収
　
年
金
が
　
万
円
未

１８

満
で
、
町
か
ら
７
月
中
に
送
付

さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
個
別
に

納
め
る
か
た

※
普
通
徴
収
の
場
合
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
保
険
料
の
納
付
書
、

預
（
貯
）
金
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
鑑
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
の
段
階
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
】

　
平
成
　
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

１７

り
、
高
齢
者
の
非
課
税
限
度
額
の

廃
止
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

　
　
歳
以
上
の
か
た
の
介
護
保
険

６５
料
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
推
計
方

法
に
よ
り
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

決
め
ら
れ
ま
す
。
平
成
　
年
度
か

１８

ら
　
年
度
ま
で
の
保
険
料
は
、
次

２０
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
保
険
料
の
段
階
が
５
段
階
か
ら

６
段
階
に
な
り
ま
す
】

　
４
月
１
日
現
在
の
世
帯
員
の
住

民
税
課
税
状
況
と
所
得
に
応
じ
て
、

６
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

　
歳
以
上
の
介
護
保
険

６５料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

低
所
得
者
の
利
用
者
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
施
設
の
食
費

等
が
減
額
さ
れ
ま
す

年　　額対　　　象　　　者段　　階

４５,６００×０.５

２２,８００円

◎老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯全員が             
住民税非課税の場合             　　　　　　　　　　　　

◎生活保護の受給者             　　　　　　　　　　　　　　
第１段階

４５,６００×０.５

２２,８００円

本人および世帯全員が住民税非課税で、前年の合計             

所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下のかた           　　
第２段階

４５,６００×０.７５

３４,２００円
本人および世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外のかた第３段階

基準額＝

４５,６００円

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は                

住民税非課税のかた    　　　　　　　　　　　　　　　　  
第４段階

４５,６００×１.２５

５７,０００円

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円未満 

のかた  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第５段階

４５,６００×１.５

６８,４００円

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円以上 

のかた  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第６段階

□
平
成
　
年
度
か
ら
の
保
険
料

１８



くらしの情報

（１７）広報めいわ　平成１８年７月１０日

   町
で
は
、
９
月
に
老
人
福
祉
大

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
席
上
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

お
よ
び
金
婚
者
顕
彰
を
行
い
ま
す

の
で
、
該
当
者
は
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
　
昭
和
　２１

　
年
１
月
１
日
～
　
月
　
日
ま
で

１２

３１

　
に
婚
姻
届
け
出
を
さ
れ
た
か
た

・
金
婚
者
　
昭
和
　
年
１
月
１
日

３１

　
～
　
月
　
日
ま
で
に
婚
姻
届
け

１２

３１

　
出
を
さ
れ
た
か
た

※
該
当
す
る
か
た
は
、
７
月
　
日
２８

　
ま
で
に
保
健
福
祉
課
へ
届
け
出

（金）を
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
浄
化
槽
を
使
っ
て
い
る
か
た

（
浄
化
槽
管
理
者
）
は
、
浄
化
槽
法

に
基
づ
き
維
持
管
理
を
行
う
よ
う

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
維
持

管
理
に
は
、「
保
守
点
検
」
と
「
清

掃
」
並
び
に
「
法
定
検
査
」
が
あ

り
ま
す
。

　「
法
定
検
査
」
に
よ
り
「
保
守
点

検
」、「
清
掃
」
の
未
実
施
や
機
器

の
不
備
な
ど
管
理
が
不
適
正
と
指

摘
さ
れ
た
浄
化
槽
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
、
使
用
停
止
な
ど
罰

則
規
定
の
適
用
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
維
持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
き

れ
い
な
水
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
平
成
　
年
分
の
申
告
か
ら
は
、

１８

農
業
所
得
の
あ
る
全
て
の
か
た
が

「
収
支
計
算
」
に
よ
る
申
告
と
な
り

ま
す
の
で
、
平
成
　
年
１
月
か
ら

１８

　
月
ま
で
の
収
入
金
額
や
必
要
経

１２費
に
関
す
る
書
類
の
保
存
・
記
録

を
し
て
、
来
年
の
申
告
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

【
問
】
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
１
３

　
昭
和
７
年
　
月
１
日
以
後
に
生

１０

ま
れ
た
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
、　

歳
以
上
の
か
た
の
高
齢
受

７０

給
者
証
が
８
月
１
日
か
ら
新
し
く

な
り
ま
す
。

　
新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日

以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
と

国
民
健
康
保
険
証
を
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
古
い
受
給

者
証
は
、
８
月
１
日
以
降
、
各
自

で
ご
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
が
届
か

な
い
場
合
は
、
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・

金
婚
者
は
届
出
を

農
業
所
得
の
申
告
は
収

支
計
算
と
な
り
ま
す

入札日契 約 金 額予 定 価 格契 約 業 者工　　　事（業務名）

６/ １２１,７７０万円１,８００万円荒 井 建 設 ㈱町公共下水道事業枝線管渠築造工事（１８－５－３工区）

〃１,７８０万円１,８００万円小曽根建設㈱町公共下水道事業枝線管渠築造工事（１８－７－１２工区）

〃５３０万円１,８００万円都市開発設計㈱
町公共下水道事業下水道法による事業認可設計業務
および都市計画事業認可申請図書作成業務委託

〃１,２００万円１,２３０万円荒 井 建 設 ㈱町道1６号外１線側溝整備工事

〃１,８８５万円１,９５０万円三 陽 測 量 ㈱都市計画道路３・４・６０矢島・南大島線測量・道路予備設計業務委託

〃２６０万円２７７万円東毛測量設計㈱町道３－２１６号線測量・設計業務委託

〃２５５万円２７０万円晃和測量設計㈱町道２－１５５号線測量・設計業務委託

入　札　結　果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：万円（消費税抜き）

特　定　疾　患　名

ハンチントン病ベーチェット病

ウィリス動脈輪閉塞症多発性硬化症

ウェゲナー肉芽腫症重症筋無力症

特発性拡張型（うっ血

性）心筋症

全身性エリテマトーデ

ス

シャイ・ドレーガー症

候群
スモン

表皮水疱症（接合部型

及び栄養障害型）
再生不良性貧血

膿胞性乾 癬 
せん

サルコイドーシス

広範脊柱管狭窄症筋萎縮性側 索 硬化症
さく

原発性免胆汁性肝硬変
強皮症、皮膚筋炎及び

多発性筋炎

重症急性膵炎
特発性血小板減少性

 紫斑 病
し は ん

特発性大腿骨頭 壊 死症
え

結節症動脈周囲炎

混合性結合組織病潰瘍性大腸炎

原発性免疫不全症候群大動脈炎症候群

特発性間質性肺炎ビュルガー病

網膜色素変性症天疱 蒼 
そう

プリオン病脊髄小脳変性症

原発性肺高血圧症クローン病

神経繊維腫症
難治性の肝炎のうち劇

症肝炎

亜急性硬化症全脳炎悪性関節リウマチ

バッド・キアリ症候群パーキンソン病

特発性慢性肺血栓塞栓

症
アミロイドーシス

ライソゾーム病後縦 靱 帯骨化症
じん

副腎白質ジストロフィー

特定疾患に該当する
かたは申請を

　町では､特定疾患（下表参照）

に悩まされているかたに見舞金

を支給しています。

　該当されるかたは、７月２５日

（火）までに保健福祉課へ申請し

てください。

※詳しくは、保健福祉課へお問

い合わせください。

【問】保健福祉課　緯（８４）３１１３

高
齢
受
給
者
証
が
更
新

と
な
り
ま
す

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う



（１８）

　
７
月
１
日
　
か
ら
１
か
月
間
、

（土）

法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
こ
の
運
動
の
推
進

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
重
点
目
標
　
犯
罪
・
非
行
の
防

止
と
更
正
の
援
助
の
た
め
、
地

域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め

る
◇
統
一
標
語
　
ふ
れ
あ
い
と
　
対

話
が
築
く
　
明
る
い
社
会

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
若

年
者
納
付
猶
予
ま
た
は
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
保

１０

険
料
を
後
か
ら
 遡
 っ
て
納
め
る
こ

さ
か
の
ぼ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険

料
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加

算
が
つ
き
ま
す
。
追
納
す
る
際
に

は
、
原
則
と
し
て
先
に
過
ぎ
た
月

か
ら
順
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
も
し
、
免
除
の
承
認
を
受
け
た

ま
ま
で
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
期
間
の
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
が
、
保
険
料
を
全
額

を
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
３
分
の

１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。（
４

分
の
３
免
除
の
場
合
で
は
２
分
の

１
、
半
額
免
除
の
場
合
で
は
３
分

の
２
、
４
分
の
１
免
除
の
場
合
で

は
、
６
分
の
５
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

計
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
残
り

の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
）

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
就
職
を
目
指
す
母
子
家
庭
の
母

を
応
援
す
る
た
め
、
看
護
師
な
ど

の
資
格
取
得
の
た
め
の
費
用
の
一

部
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

◇
対
象
　
県
内
（
※
市
を
除
く
）

に
お
住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母

▽
児
童
扶
養
手
当
受
給
ま
た
は

同
様
の
所
得
水
準
の
か
た
　
▽

養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上

修
業
し
、
対
象
資
格
を
取
得
見

込
み
の
か
た
　
▽
就
業
（
ま
た

は
育
児
）
と
修
業
の
両
立
が
困

難
な
か
た

◇
取
得
資
格
　
看
護
師
（
准
看
護

師
を
含
む
）、
介
護
福
祉
士
、
保

育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士

◇
支
給
期
間
　
修
業
期
間
の
最
後

の
３
分
の
１
の
期
間
（
　
か
月

１２

を
上
限
）

◇
支
給
額
　
月
額
　
万
３
０
０
０

１０

円
　

※
詳
し
く
は
保
健
福
祉
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
県
庁
青
少
年
こ
ど
も
課

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
６
２
４

　
県
で
は
、
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

◇
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２２

（日）

◇
試
験
会
場
　
県
立
県
民
健
康
科

　
学
大
学
他
２
会
場

◇
対
象
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分

野
で
５
年
以
上
実
務
経
験
を
有

し
、別
途
、厚
生
労
働
省
で
定
め

る
基
準
を
満
た
す
か
た

◇
申
込
期
限
　
８
月
４
日
　
（
消
  

（金）

　
印
有
効
）

◇
申
込
方
法
　
所
定
の
出
願
用
紙

に
よ
り
申
し
込
む
（
郵
送
の
み
）

◇
受
験
案
内
配
付
場
所
　

・
保
健
福
祉
課

・
県
庁
（
介
護
保
険
室
・
県
民
セ

ン
タ
ー
）

・
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

【
問
】 
県
庁
介
護
保
険
室

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
５
７
１

　

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児

童
会
館
か
ら
お
知
ら
せ

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

事　業　名申　　込開　催　日　時

宇宙のお話し先着１８２人
７月１７日（月）

午後１時～午後１時５０分まで

みんなで楽しもう
キック＆シュート

当日受付
７月２２日（土）

午前９時３０分～午後５時まで

人形劇であそぼう当日受付
７月２２日（土）

午後２時～午後２時４０分まで

こどもの国に
忍者屋敷出現

当日受付
８月５日（土）

午前９時３０分～午後５時まで

【問】 ぐんまこどもの国児童会館　　緯（２５）００５５

国
民
年
金
保
険
料
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す

子どもを水難事故
から守りましょう

町社会福祉協議会

　臨時職員を募集

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

事
業
の
ご
利
用
を

　町社会福祉協議会では次のとおり臨時

職員を募集します。

◇職種　社会福祉事務

◇募集人数　１人

◇年齢・資格　４０歳未満（ホームヘルパー

２級以上の資格取得者適任）

◇職務内容　福祉団体指導ほか

◇選考方法　書類選考・面接等

◇提出書類　履歴書

◇申込期限　７月２５日（火）

◇申込先　総務課窓口へ

【問】総務課

　　　　　　　　　　　　　　内線２１２



くらしの情報

（１９）広報めいわ　平成１８年７月１０日

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
】

◇
日
時
　
９
月
　
日
　
～
　
月
　

２４

（日）

１１

１９

日
　
（
全
８
回
）　
午
前
　
時
～

（日）

１０

午
後
４
時

◇
場
所
　
中
央
総
合
学
院
（
前
橋

市
）

◇
対
象
　
県
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
寡
婦

◇
人
数
　
　
人
（
参
加
希
望
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
）

◇
参
加
費
　
４
０
０
０
円
（
資
料

代
）

◇
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　
必
着

２４

（木）

◇
会
場
連
絡
先
　
緯
０
２
７
（
２

　
５
３
）
５
５
４
６

【
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
養
成
研
修
】

◇
期
日
　
９
月
６
日
　
～
平
成
　

（水）

１９

年
１
月
ま
で
水
曜
日
と
金
曜
日

は
夜
間
、
日
曜
日
は
１
日

◇
場
所
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
ほ
か

◇
対
象
　
県
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
寡
婦

◇
人
数
　
　
人
（
参
加
希
望
多
数

３０

の
場
合
は
抽
選
）

◇
参
加
費
　
５
万
５
５
０
０
円

（
資
料
代
含
む
）

◇
申
込
期
間
　
７
月
　
日
　
～
８

２８

（金）

月
　
日
　
必
着

２８

（月）

◇
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座
名

を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

◇
申
込
先
　
〒
３
７
１
倆
０
８
４

３
　
前
橋
市
新
前
橋
町
　
番
地

１３

の
　
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合

１２
セ
ン
タ
ー
５
階
　
財
団
法
人
群

馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

※
こ
の
２
事
業
は
「
母
子
家
庭
自

立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業
」
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
】
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

緯
0
2
7
（
2
5
5
）
6
6
3
6

◇
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
前
９

１９

（土）

時
　
分
～
午
後
　
時
　
分

３０

１２

３０

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
　

◇
内
容
　
調
理
実
習
と
親
子
の
交

流
◇
対
象
　
町
内
在
住
で
小
学
１
年

生
以
上
の
親
子

◇
募
集
人
数
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

◇
参
加
費
　
１
人
　
３
０
０
円
　

◇
用
意
す
る
物
　
米
１
合
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾

◇
申
込
期
限
　
８
月
４
日
　（金）

◇
申
し
込
み
　
保
健
福
祉
課
へ

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
町
で
は
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
　

２７

（木）

１０

時
～
午
前
　
時
　
分

１１

３０

◇
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

◇
内
容
　
親
子
の
絆
を
深
め
る
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
の
お
話
し
や
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
等

◇
対
象
　
町
内
在
住
の
親
子
で
、

１
歳
未
満
の
乳
児
お
よ
び
妊
婦

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
２５

◇
参
加
費
　
無
料
　

◇
用
意
す
る
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
２

枚
（
乳
児
用
）

◇
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

２０

（木）

◇
申
し
込
み
　
保
健
福
祉
課
へ

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

◇
期
日
　
９
月
３
日
　
　
雨
天
時

（日）

９
月
　
　
に
順
延

１０
（日）

◇
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
労
働
者
・
使
用
者

◇
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
　
１
０
０

０
円
　

◇
申
込
期
限
　
８
月
７
日
　（月）

◇
申
し
込
み
　
経
済
課
窓
口
へ

【
問
】
労
使
教
育
委
員
会
事
務
局

（
経
済
課
内
）
　
　
　
内
線
１
５
３

【
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ツ
ア
ー
】

◇
期
日
　
９
月
　
日
　
　

３０

（土）

◇
場
所
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

◇
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
労
働
者
・
使
用
者
と
そ
の
家

族
（
中
学
生
以
下
父
兄
同
伴
）

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
４０

◇
参
加
費
　
▽
４
歳
以
上
小
学
生

ま
で
１
人
　
３
０
０
０
円
　
▽

中
学
生
以
上
１
人
　
５
０
０
０

円
（
１
日
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト

代
含
む
）

◇
申
込
開
始
　
８
月
１
日
　
　
午

（火）

前
８
時
　
分
（
定
員
に
な
り
次

３０

第
締
切
）

◇
申
し
込
み
　
経
済
課
窓
口
へ

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
】
労
使
教
育
委
員
会
事
務
局

（
経
済
課
内
）
　
　
　
内
線
１
５
３

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
和
研

修
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◇
期
間
　
夏
休
み
等
の
期
間
中
に
、

　
参
加
者
各
自
で
計
画

◇
研
修
先
  広
島
、
長
崎
、
沖
縄
等

　
（
半
日
以
上
研
修
）

◇
対
象
  町
内
在
住
で
、
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生（
た
だ
し
中
学

生
以
下
は
、
必
ず
　
歳
以
上
の

１８

保
護
者
の
引
率
が
必
要
）

◇
負
担
額
（
１
人
当
た
り
）　
▽
小

学
生
　
２
万
円
以
内
　
▽
中
学

生
・
高
校
生
　
４
万
円
以
内
　

◇
内
容
   平
和
施
設
等
の
研
修

◇
申
し
込
み
   出
発
２
週
間
前
ま

で
に
学
校
教
育
課
に
必
ず
参
加

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
研
修
等
が
終
了
後
、
報
告
書
を

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
問
】
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
５

（８４）

お
や
こ
の
食
育
教
室

参
加
者
募
集

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
参
加
者
募
集

労
使
教
育
委
員
会
よ
り

各
種
事
業
参
加
者
募
集

平
和
研
修
事
業
参
加
者

募
集

就
業
支
援
講
習
会
開
催

の
お
知
ら
せ



（２０）

◇
期
日
　
８
月
１
日
　
、９
月
１

（火）

日
　
、
９
月
　
日
　
、　

月
４

（金）

２０

（水）

１０

日
　
、　

月
　
日
　
、　

月
　

（水）

１０

２８

（土）

１１

１５

日
　
、　

月
　
日
　
、　

月
　

（水）

１１

２１

（火）

１２

１５

日
　
、
平
成
　
年
２
月
７
日
　

（金）

１９

（火）

◇
場
所
　
社
会
体
育
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー

◇
内
容
　
基
礎
講
座
、
食
生
活
改

善
講
習
会
、
運
動
教
室
な
ど
全

９
回

◇
対
象
　
町
内
の
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
で
　
歳
か
ら
　
歳
ま

４０

６９

で
の
か
た

◇
募
集
人
数
　
　
人
３０

◇
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

２０

（木）

◇
申
込
方
法
　
住
民
課
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
お
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
選

考
に
な
り
ま
す
。

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
町
で
は
、
森
林
や
環
境
、
自
然

の
大
切
さ
を
認
識
し
、
自
然
に
親

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
８
月
９
日
　
　
午
前
９

（水）

時
～
午
後
５
時
（
小
雨
決
行
）

◇
場
所
　
桐
生
自
然
観
察
の
森

（
桐
生
市
）

◇
募
集
人
数
　
　
人
（
小
学
４
年

２０

生
～
６
年
生
）
保
護
者
同
伴
可

◇
持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
お
弁
当
・

帽
子
・
タ
オ
ル
等

◇
そ
の
他
　
服
装
は
、
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

◇
申
込
開
始
　
７
月
　
日
　
　
午

１４

（金）

前
８
時
　
分
か
ら
電
話
に
て
受

３０

付
し
ま
す

【
問
】
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
６
３

　
町
で
は
、
親
と
子
の
ご
み
処
理

施
設
見
学
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

◇
期
日
　
８
月
　
日
　

１８

（金）

◇
場
所
   清
久
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

　
タ
ー
（
久
喜
市
）
ほ
か

◇
参
加
費
　
１
人
　
５
０
０
円

◇
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

３１

（月）

◇
申
込
先
　
環
境
課
へ
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
参
加

者
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
問
】
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
各
教
室
等
の
申
し
込
み
は
７
月

　
日
　
～
　
日
　
ま
で
、
中
央
公

１４

（金）

２１

（金）

民
館
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
第
１
回
出
前
講
座
　
風
鈴
作
り
】

◇
日
時
　
８
月
４
日
　
　
午
前
９

（金）

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

◇
場
所
　
西
小
体
育
館
会
議
室

◇
対
象
　
町
内
在
住
（
主
に
西
部

地
区
で
　
歳
以
上
の
か
た
）

６０

◇
内
容
　
風
鈴
作
り

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
４０

◇
参
加
費
　
材
料
費
　
３
５
０
円

（
当
日
集
め
ま
す
）　

※
今
後
の
出
前
講
座
は
、東
部
地

区
　
月
・
中
部
地
区
１
月
を
予
定

１１
し
て
い
ま
す
。

【
町
内
き
も
だ
め
し
・
お
楽
し
み

ゲ
ー
ム
】

◇
日
時
　
８
月
５
日
　
　
午
前
　

（土）

１０

時
～
午
後
３
時
　
分
３０

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◇
内
容
　
町
内
の
地
区
め
ぐ
り
が

で
き
る
よ
う
に
町
の
史
跡
や
・

文
化
財
な
ど
を
展
示
し
て
学
習

し
ま
す

企
画
委
員
募
集

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
後
１

２２

（土）

時
（
第
１
回
企
画
委
員
会
議
）

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◇
対
象
　
町
内
小
学
４
年
生
以
上

◇
内
容
　
町
内
き
も
だ
め
し
・
お

　
楽
し
み
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
企
画

立
案
と
当
日
の
お
手
伝
い

【
絵
画
教
室
参
加
者
募
集
】

　
好
評
に
つ
き
、
第
２
弾
の
絵
画

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
前
９

１９

（土）

時
　
分
～
午
後
３
時

３０

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◇
内
容
　
水
彩
画
･
ク
レ
ヨ
ン
画
・

ポ
ス
タ
ー
・
家
族
画
な
ど

◇
対
象
　
町
内
小
中
学
生

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
２０

※
午
前
中
で
終
わ
ら
な
い
高
学
年

以
上
の
か
た
は
昼
食
の
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
４
９
１

（８４）

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
、
７
月
　

２１

（金）

２５

日
　
、
７
月
　
日
　
、
７
月
　

（火）

２６

（水）

２７

日
　
、
７
月
　
日
　
　
午
後
２

（木）

２８

（金）

時
～
午
後
３
時

戸
籍
の
窓

増
田
 花
音
 （
勝
志
・
久
実
／
新
里
）

か

の

ん

吉
永
　
 凌
 （
光
昭
・
ト
シ
江
／
新
里
）

り
ょ
う

田
中
 優
樹
 （
耕
太
郎
・
道
子
／
須
賀
）

ゆ

う

き

伊
賀
　
 楓
 （
雄
一
・
智
子
／
新
里
）

か
え
で

福
田
 航
大
 （
直
樹
・
由
美
子
／
新
里
）

こ

う

た

森
　
 晃
多
 （
貴
之
・
知
子
／
南
大
島
）

こ

う

た

田
村
 利
礼
 （
儀
弘
・
裕
子
／
田
島
）

り

ら

い

島
崎
 真
央
 （
俊
向
・
恵
理
子
／
中
谷
）

ま

お

佐
藤
 心
奏
 （
太
士
・
有
美
子
／
須
賀
）

こ

こ

な

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

島
田
忠
夫
　
　
　
　
南
大
島
　
重
男

６６

柿
沼
正
衛
　
　
　
　
田
　
島
　
利
男

８３

松
本
秀
美
　
　
　
　
新
　
里
　
光
則

７０

小
磯
通
雄
　
　
　
　
南
大
島
　
全
紀

７７

新
井
　
明
　
　
　
　
梅
　
原
　
一

８５

森
　
武
雄
　
　
　
　
南
大
島
　
献

７３

小
倉
利
夫
　
　
　
　
上
江
黒
　
敏
嗣

８１

森
　
保
二
　
    　
　
南
大
島
　
君
子
 

７２

薗
部
久
二
　
　
　
　
千
津
井
　
修
二

８８

自
然
観
察
会
参
加
者

募
集

・固定資産税

・国民健康保険税

・介護保険料

納期限＝７月３１日(月)

・水道料金

納期限＝７月３１日(月)

今月の納税

中
央
公
民
館
の
各
種
教

室
・
講
座
の
募
集
案
内

（
敬
称
略
）

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

親
と
子
の
ご
み
処
理
施

設
見
学
会
募
集

わ
く
わ
く
ダ
イ
エ
ッ
ト

教
室
参
加
者
募
集



くらしの情報

（２１）広報めいわ　平成１８年７月１０日

◇
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
、

た
だ
し
、
平
成
　
年
度
長
期
水

１８

泳
教
室
在
籍
の
小
学
生
は
除
く

◇
内
容
　
水
慣
れ
お
よ
び
泳
法
の

修
得

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
３０

◇
参
加
費
　
入
会
金
　
５
０
０
円

　
月
会
費
　
２
０
０
０
円
　

◇
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

１９

（水）

◇
申
し
込
み
　
会
費
を
添
え
て
直

接
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
月
曜
休
館
日
を

除
く
）

◇
そ
の
他
必
要
な
物
　
水
着
・
帽

子
・
タ
オ
ル

【
問
】
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
５
５
１
１

（８４）

【
警
察
官
Ａ
】

◇
対
象
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
以

５１

降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
学

校
を
卒
業
し
た
か
た
、
お
よ
び

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
卒

１９

３１

業
見
込
み
の
か
た

【
警
察
官
Ｂ
】

◇
対
象
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か

５１

ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
女
で
、
警
察
官
Ａ

の
受
験
学
歴
に
該
当
し
な
い
か

た
　

◇
試
験
日
　
９
月
　
日
　

１７

（日）

◇
受
付
期
間
　
７
月
　
日
　
～
８

１８

（日）

月
４
日
　
　
　

（金）

【
問
】
館
林
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
０
１
１
０

（７５）

　
館
林
厚
生
病
院
で
は
次
の
と
お

り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
職
種
　
看
護
師
　

◇
人
数
　
若
干
名

◇
職
種
　
薬
剤
師
　

◇
人
数
　
１
人

◇
対
象
　
日
本
国
籍
の
あ
る
か
た

で
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に

４６

生
ま
れ
有
資
格
お
よ
び
来
春
卒

業
予
定
者

◇
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
館
林
厚

生
病
院
総
務
課
に
て
配
布
し
ま

す
）
有
資
格
者
は
免
許
証
の
写

し
、
卒
業
予
定
者
は
卒
業
見
込

み
書
、
成
績
証
明
書

◇
試
験
内
容
　
作
文
・
面
接
試
験

◇
試
験
日
　
８
月
下
旬
予
定
（
試

験
日
に
つ
い
て
は
後
日
応
募
者

に
通
知
し
ま
す
）

◇
願
書
締
切
　
７
月
　
日
　

３１

（月）

【
問
】
館
林
厚
生
病
院

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
４
０

（７２）

　
館
林
厚
生
病
院
で
は
、
玄
関
先

で
患
者
さ
ん
や
付
き
添
い
の
か
た

の
手
助
け
を
行
う
、
玄
関
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
～
８
月
　

２５

（火）

１１

日
　
の
う
ち
２
日
間
　
午
前
９

（金）
時
～
正
午

◇
対
象
　
高
校
生
以
上

◇
人
数
　
先
着
　
人
１０

◇
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

２１

（金）

◇
申
込
先
　
館
林
厚
生
病
院
総
務

課
患
者
の
声
相
談
係
窓
口
ま
た

は
、
電
話
で
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

【
問
】
館
林
厚
生
病
院
総
務
課

患
者
の
声
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
４
０

（７２）

定
期
相
談

町
の
無
料
法
律
相
談
　

　
◇
日
時
　
８
月
　

日
　
　
午

１０

（木）

前
　
時
～
正
午
　
◇
場
所
　

１０
役
場
委
員
会
室
　
◇
対
象
者

明
和
町
民
　
◇
担
当
　
丸
山

弁
護
士
　
◇
受
付
期
間
　
８

月
１
日
～
８
日
ま
で
総
務
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
予

約
制
）

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

　
◇
日
時
　
８
月
　

日
　
　
午

１８

（火）

前
　
時
～
午
後
３
時
　
◇
場

１０
所
　
役
場
会
議
室
　

年
金
相
談
　

　
◇
８
月
は
お
休
み
で
す

交
通
事
故
相
談

　
◇
日
時
　
８
月
４
日
・
　
日
　

１８

（金）

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

　
◇
場
所
　
太
田
市
役
所

６月の救急車　　
　　出動回数
士急病……………２３件
士交通事故……… ５件
士その他………… ４件
士合計……………３２件

消防職員を

　館林地区消防組合では平
成１９年度に採用する消防職

員を募集します。

◇募集人員　若干名

◇受験資格　消防組合管内

（館林市、板倉町、明和町、

千代田町、邑楽町）に住ん

でいる高校・短大・大学卒

業で日本国籍を有するか

た。ただし、管外に住ん

でいても、家族が管内に

住んでいれば応募できま

すが、採用後は管内居住

が条件です。

・大学卒　昭和５５年４月２

日～昭和６０年４月１日生

・短大卒　昭和５７年４月２

日～昭和６２年４月１日生

・高校卒　昭和５９年４月２

日～平成元年４月１日生

◇申込期間　８月１日（日）

～２１日（月）まで

◇試験日　第１次試験９月

１７日（日）、第２次試験

１０月中に予定

◇申し込み　館林地区消防

組合まで（土・日曜日を除

く）

【問】館林地区消防組合

　　　　　　緯（７２）３１７１

平
成
　
年
度
採
用
の
警

１８

察
官
募
集

館
林
厚
生
病
院
玄
関
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◇対象　小学２年～中学生

◇会費　月１,０００円（各団に

より違う場合があります）

【問】ボーイスカウト太田地

区協議会事務局　高桑　

　　　　　　　緯（６２）５５８０

ボーイスカウト
ただいま募集中

募集します

館
林
厚
生
病
院
（
看
護

師
・
薬
剤
師
）
募
集



（２２）

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

編
　
集
　
後
　
記

■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　企画課広報係
始０２７６(８４)３１１１　姉０２７６(８４)３１１４　■URL　http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール　info@town.meiwa.gunma.jp

自然を
たずねて

写真・文　山平　薫

ぶどうの花

※このページに掲載する、あなたの写真と文を募集します。

ご希望のかたは、企画課広報係までご連絡ください。　緯企画課　内線２２２

■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　企画課広報係
始０２７６(８４)３１１１　姉０２７６(８４)３１１４　■URL　http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール　info@town.meiwa.gunma.jp

明和町は、果実の生産地で、東の田島地区は梨、国道第１２２号の西側の大輪地区が「巨峰の里」

です。ぶどう生産を専業とするぶどう園に立ち寄って、ぶどうの花を見せてもらいましたが、初め

て見てびっくり、梨のような花を連想していたら、がっかり。「これがぶどうの花かね？」「そうだよ」

米粒より小さい花が無数に、不要の花は摘み取っていたので「どうして？」と尋ねたら、良いぶど

うを作るためだそうです。

　
明
和
中
学
校
の
旧
体
育
館
が
、
新

体
育
館
建
設
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
ま

し
た
。
取
り
壊
さ
れ
る
現
場
を
目
に

し
た
時
、
数
十
年
前
の
中
学
生
時
代
、

部
活
で
夢
中
だ
っ
た
自
分
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
形
あ
る
物
が
無
く
な
る

の
は
淋
し
い
も
の
で
す
ね
…
。
憶

　
お
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
８

月
に
は
、
町
挙
げ
て
の
明
和
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
踊
り
の
練
習
会
を

７
月
　
日
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で

２６

行
い
ま
す
。
明
和
ま
つ
り
で
踊
る
民

謡
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
卸

　
取
材
で
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合

い
、
お
話
を
聴
け
る
こ
と
が
嬉
し
い
。

皆
さ
ん
の
「
思
い
」
を
受
け
と
め
る

た
び
に
、
読
者
の
心
と
心
が
通
い
合

う
広
報
紙
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
、

応
援
お
願
い
し
ま
す
。
加


